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           ――初期ハイデガーにおけるアリストテレス解釈 
                                      阿部将伸 
【論文構成】 
 序論 アリストテレスの現象学的解体とは何か 
  第 1節 先行研究および時期区分について 
  第 2節 現事実的生の解釈学 
  第 3節 形式的告示とパウロ書簡の解釈 
  第 4節 アリストテレスの現象学的解体 
  第 5節 本論文の目標および構成について 
 本論 
 第 1章 日常用語としてのウーシアーの意味射程 
  第 1節 ウーシアーの二つの意味 
  第 2節 プラークシスとウーシア  ー
  第 3節 ロゴスとウーシア  ー
  第 4節 ウーシアーからキーネーシスへ 
  第 5節 現象学としてのアリストテレス哲学 
 第 2章 ソピアーとキーネーシスの根源的探究 
  第 1節 〈より良く見ること〉としてのテクネ  ー
  第 2節 エイドスの明瞭性 
  第 3節 〈最もよく見ること〉としてのソピア  ー
  第 4節 最根源的な世界の存在論的規定としてのエンテレケイア 
  第 5節 現事実的生の「超越論的」解釈学 
 第 3章 形式的告示としての根本概念ウーシア  ー
  第 1節 ウーシアーの術語的意味と通常的意味の関係 
  第 2節 恒常的現前性としてのト・ティ・エーン・エイナイ 
  第 3節 形式的告示としてのホリスモス 
  第 4節 そのつどのト・ティ・エーン・エイナイ 
  第 5節 存在論とは何か 
 第 4章 限界画定から存在論の構築へ――結論に代えて 
  第 1節 限界画定――現象学的解体の全体像 
  第 2節 存在者全体と根本気分 
  第 3節 芸術作品論から「出来事（Ereignis）」の思索へ 









































































































































































































                                                   
7 Liddell & Scott［1968］1274を参照。 
8 シュムペロン（συμφέρον）とは「有用な」、「〜に役立つ」を意味し、テロス（τέλος）は「終わり」（こ
こでは制作の終わりとしての「出来上がり」）を意味する。なお、1924年夏学期講義でのハイデガーによ
るシュムペロンの性格づけは、おもに『弁論術』第 1巻第 6章1362a17-21に負っている（GA18, 58-62）。
また、制作された道具の指示性格をアリストテレスが捉えていたことに関しては、1924/25年冬学期講義
でも論じられるが（GA19, 41-42）、そこで示される典拠は『ニコマコス倫理学』第 6巻第 2章 1139b1-3
である。 




10 『自然学』第 3巻第 1章の以下の有名な文言である。「可能的にあるものの、そのようなものとしての
〔可能的にあるものとしての〕エンテレケイアが、運動である（ἡ τοῦ δυνάμει ὄντος ἐντλέχεια, ᾗ τοιοῦτον, 









































                                                   













































                                                   
13 普通「完全現実態」などと訳されるエンテレケイアを、ハイデガーは「自らを–出来上がって在ること














から解釈されえたのである」（GA18, 35〔 〕内引用者）。 
15 たとえば 1924年夏学期講義でハイデガーは、「実存」を「そこにおいて現存在が本来的に存在すると
ころの最終究極的な根本可能性」と規定したうえで、次のように述べている。「ギリシア人にとって実存








98, vgl. GA62, 75-76）。 
 



























                                                   



































                                                   
18 形式的告示については本稿脚注 4も参照のこと。 
19 ハイデガーはト・ティ・エーン・エイナイの「完全な表現」を、『形而上学』Ζ巻第 6章 1031b7での





















 参考：過剰照射的解釈の構図（通常的意味と術語的意味の関係はとくにGA18, 25を参照） 







    世界の在り方・現存在 








     世界の根源的在り方 
  ・出来上がって在ること 
        （被制作性） 
  ・現在性（恒常的現前性） 
      ⓐキーネーシスとしての世界の在り方の根源化   ⓑ形式的告示による還帰 
                   （網かけ部は非主題的に了解されていることを表す） 
 




























































・ハイデガー全集（Martin Heidegger, Gesamtausgabe, 1975-）からの引用は、Vittorio 
Klostermann版に従い、GAと略記したうえで巻数・頁数の順で示す。 
・それ以外のハイデガーからの引用は、以下の略記号とともに頁数を付して示す。 
HJ3:1922/23 ： Übungen über Phänomenologische Interpretation zu Aristoteles 
(Nikomachische EthikⅥ; de anima; MetaphysikⅦ) (Wintersemester 1922/23), 
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デガーは哲学上の概念や定義を形式的告示として捉えようとしていた。形式的告示としてのパウロの言葉
が〈信仰する実存の伝達〉であったとすれば、ハイデガーはアリストテレスの言葉を〈哲学する実存の伝
達〉として把握し、自らの言葉をもそのような実存伝達として練り上げようとしていたと言える。 
